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2012   新年のあいさつ

「豊かで活力ある六ヶ所村」
を目指して
六ヶ所村長　古川健治

「議会の基本的機能の維持」
を目指して
六ヶ所村議会議長　橋本猛一
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こ
と
が
で
き
な
い
、
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
お
よ
び
『
原
子
力

政
策
大
綱
』
の
改
定
作
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本

村
と
し
て
は
、
む
つ
小
川
原

開
発
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま

え
、
村
民
の
信
頼
を
失
墜
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
着
実
な
推
進

を
、
今
後
と
も
機
会
あ
る
ご

と
に
国
に
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
村
民
の
安
全
確

保
を
第
一
義
に
慎
重
に
対
処

し
、
地
域
振
興
を
基
本
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
対
策

や
震
災
後
の
電
力
不
足
な
ど
に

よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

全
量
買
い
取
り
制
度
や
本
村
で

実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ト
の
導
入
な

ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
と

し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ

―
関
連
施
設
の
集
積
特
性
を
活い

か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
に
よ
る
産
業
・
観
光
振
興

や
雇
用
の
創
出
な
ど
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
目
指
す『
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
立
村
構
想
』
の
着

実
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

第
一
次
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
漁
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
水
産
資

源
の
減
少
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交

渉
参
加
な
ど
大
変
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
生
産
基
盤
の
計
画
的
な

整
備
と
、
農
地
の
集
約
化
や

農
漁
業
設
備
の
近
代
化
な
ど

担
い
手
育
成
対
策
に
努
め
、

農
水
商
工
連
携
に
よ
る
六
次

産
業
化
を
推
進
し
、
新
た
な

付
加
価
値
、
所
得
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
基
盤
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
道
路
施
設

で
は
泊
・
平
沼
・
千
歳
平
地

区
の
幹
線
道
路
を
引
き
続
き

整
備
す
る
と
と
も
に
、
倉
内

地
区
の
幹
線
道
路
の
整
備
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

青
森
県
に
お
い
て
は
県
道
東

北
横
浜
線
の
防
災
機
能
の
強

化
を
図
る
た

め
、
千
歳
地
区
か
ら

戸
鎖
地
区
ま
で
の
区
間
の
整

備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

農
業
施
設
で
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
農
道
整
備
の

ほ
か
、
長
芋
洗
浄
・
貯
蔵
施

設
の
整
備
を
進
め
、
教
育
施

設
で
は
倉
内
・
平
沼
小
学
校

の
統
合
に
伴
う
南
小
学
校

が
完
成
す
る
ほ
か
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
改
築
や
中
央
公

民
館
改
修
工
事
の
着
手
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
福
祉

施
設
で
は
、（
仮
称
）
総
合

医
療
福
祉
施
設
の
本
体
工
事

や
尾
駮
保
育
所
の
改
築
に
伴

う
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
の

実
施
設
計
に
着
手
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
庁
舎

や
避
難
施
設
等
の
停
電
に
備

え
た
発
電
設
備
工
事
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
地
区
画

整
理
、
上
下
水
道
施
設
、

公
営
住
宅
な
ど
の
基
盤
整
備

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
今
後
も
厳
し
さ

を
増
し
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
選
択
と
集
中
の
基

本
原
則
の
下
、
健
全
な
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
、
調
和
の

と
れ
た
均
衡
あ
る
発
展
と
村

民
の
皆
様
に
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
村

政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
本
年
が
幸
多

い
、
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

「議会の基本的機能の   
維持」を目指して　    

  六ヶ所村長　古 川 健 治　 
Mayor  Kenji Furukawa         

六ヶ所村議会議長　橋 本 猛 一
Chair Parson   Takeichi Hashimoto

新年のあいさつ New Year's Message 2012

「豊かで活力ある　　　 
  六ヶ所村」を目指して

数
削
減
が
議
会
の
基
本
的
機

能
で
あ
る
「
住
民
の
代
表
」、

「
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
」、「
審

議
」、「
意
思
決
定
」
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
議
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
責
務
と
役
割

の
重
さ
を
深
く
自
覚
し
、
村

民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
、

清
新
で
活
発
な
議
会
活
動
に

取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
専
門
家
の
間
で
千

年
に
一
度
の
巨
大
地
震
と
も

い
わ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震

災
で
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る

大
地
震
・
大
津
波
・
長
時
間

に
わ
た
る
停
電
に
よ
り
、
誰

も
が
過
去
に
経
験
を
し
た
こ

と
の
な
い
悲
惨
な
体
験
を
し

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
電
気

を
は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
確
保
の
重
要
性
を
実
感

し
た
も
の
と
認
識
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
悪
夢
の
よ
う
な
大
震

災
か
ら
10
カ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
被
災
地

で
は
、
復
旧
・
復
興
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
収
束
に
向
け
て
、
国
を

挙
げ
た
取
り
組
み
が
鋭
意
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
防

災
に
強
い
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、
被

災
地
の
振
興
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
災
害
も
、
本
村

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

事
態
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
村
に
お
い
て
も
、

地
形
が
海
に
面
し
、
原
子
力

施
設
を
抱
え
る
村
と
し
て
、

万
が
一
の
有
事
に
備
え
た

よ
り
効
果
的
な
防
災
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
当
村
議
会

に
お
い
て
は
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

受
け
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
大
き
く
軌
道
修
正

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と

な
っ
た
こ
と
は
、
本
村
で

進
め
て
い
る
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
の
行
方
を
大

き
く
左
右
し
、
村
の
振
興
・

発
展
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
危
惧
し
、

同
事
業
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
国

を
は
じ
め
二
大
政
党
で
あ

る
民
主
党
お
よ
び
自
民
党

に
対
し
て
要
望
活
動
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
の
要
で
あ
る
再
処
理
工

場
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

の
最
終
段
階
で
長
期
間
に

わ
た
り
中
断
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
一
日
も
早

い
試
験
再
開
と
竣
工
を
迎

え
、
村
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
村
議
会
で

は
、
議
員
定
数
を
２
人
削

減
し
た
上
で
、
昨
年
４
月

に
村
民
の
皆
様
の
審
判
を

受
け
、
新
た
に
組
織
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

議
員
の
定

　
　

年
明
け
ま
し
て
お
め
で

　
　

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
震
災
、
豪
雨
、

台
風
な
ど
と
、
多
く
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
特
に
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
被
災
者
を
は
じ

め
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

の
一
日
も
早
い
生
活
の
再
建

や
将
来
の
展
望
が
開
け
る
よ

う
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
を
願
う

と
と
も
に
、
今
後
と
も
で
き

る
限
り
の
復
興
支
援
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、我
が
国
の
経
済
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
歴

史
的
円
高
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
体
制
の
制
約
等
の
新
た
な

課
題
が
発
生
す
る
な
ど
、
先

行
き
に
楽
観
を
許
さ
な
い
経

済
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
の
将
来
に
と
っ

て
は
今
が
極
め
て
重
要
な
時

期
で
あ
り
、
私
は
３
期
目
と

な
る
村
政
運
営
に
臨
み
、
将

来
像
に
『
豊
か
で
活
力
あ
る

第
一
次
産
業
と
共
生
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
村 

六
ヶ
所
』
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
村
勢
発
展
に
欠
く

新
　
　

年
明
け
ま
し
て
お
め
で

　
　

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る

に
あ
た
り
、
村
議
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
村
議

会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

０
の
大
地
震
が
東
北
地
方
を
襲

い
、
そ
の
後
の
大
津
波
で
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
戦
後
最
悪
の

大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
を
は
じ
め
、
四
国
・
近
畿
地

方
を
中
心
に
観
測
記
録
を
大
幅

に
上
回
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
、
そ
し
て
、
東
日

本
に
上
陸
し
た
戦
後
最
大
級
の

台
風
15
号
は
関
東
地
方
の
大
都

会
を
直
撃
し
、
多
く
の
帰
宅
困

難
者
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
、
近

年
ま
れ
に
み
る
激
甚
災
害
の
多

発
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
、
お
亡
く
な
り
に
な

新
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　　　　　六ヶ所トピックス

基本の和食づくりに挑戦
村在住外国人対象に家庭料理教室

太巻を作る参加者

放射線について学ぶ
『夢をはぐくむ科学教室』開かれる

　夢をはぐくむ科学教室（主催：資源エネルギー庁・村教育委員会、
事業主体：六ヶ所地域振興開発㈱）が 11 月 11 日、文化交流プラ
ザ『スワニー』で開かれ、村内小学校の 4 ～ 6 年生と中学校の全
生徒が放射線やエネルギーについての知識を深めました。
　環境科学技術研究所の伊藤寿さんが放射線をテーマに出前授
業を行いました。伊藤さんは「福島原発の事故以来、放射線に
ついて報道されているが、必要なのは正しく怖がること」と講
義。自然界には放射線がもともと存在しており呼吸や食事など
の日常生活を通じて放射性物質による影響を受けている、村の
空間放射線量は常に監視されホームページなどで公開されてい
るなどと紹介し「放射線のことをもっと理解してほしい」と話
しました。児童たちは、時折うなずきながら、真剣に耳を傾け
ていました。

講義を真剣に聞く児童たち

Rokkasho Topics

『競
くらべうま

馬』の歴史にふれる
尾駮の駒研究会が京都で視察研修

　六ヶ所村「尾駮の駒」歴史研究会（相内知昭会長、会員 15 人）
が 11 月 4 日、視察研修で訪れた京都市の上賀茂神社で、競

くらべうま

馬
保存会の会員と交流会を開きました。
　競

くらべうま

馬とは、奈良・平安時代の宮中行事の一つで、2 頭の馬が
早さを競い合う伝統行事。現在も上賀茂神社などで開かれてい
ます。同研究会は、平安時代の歌集『後撰和歌集』に名が残さ
れ、有名な駒（馬）の産地であったとされる『おぶちの牧』に
ついて勉強会を定期的に実施。村内での競

くらべうま

馬の開催も模索して
いることから、交流会では競

くらべうま

馬の歴史や運営などについて活発
に意見が交わされました。相内会長は「視察研修を経て、おぶ
ちの牧の歴史が手に取るように理解できた。馬との関わりが深
いこの六ヶ所村で、競

くらべうま

馬をぜひ開催したい」と話していました。

そばの里づくり活動認められ
戸鎖前田水利組合に東北農政局長賞

悲願の地区優勝果たす
尾駮 MBS が県スポ少ミニバス予選会優勝

　尾駮ミニバスケットスポーツ少年団（＝尾駮 MBS、川村弘樹
監督、森胡桃部長、部員 15 人）が 11 月 26 日～ 27 日に開かれ
た第 36 回青森県スポーツ少年団フェスティバルミニバスケット
ボール競技会上十三地区予選会で、初優勝を果たしました。
　予選会には、11 チームが出場。初戦で木ノ下、準決勝で木崎
野を下した尾駮 MBS は、地区大会の常勝チームである岡三沢を
相手に堂々とした試合を展開。岡三沢を 28-24 で下し、創部以
来の悲願だった地区優勝を果たしました。川村仁コーチは「練
習で培った精神力が勝利につながった」と選手たちをねぎらい
ました。県大会は 1 月 7 日から青森市で開かれます。森部長は

「目標は県大会で上位入賞し、東北大会へ出場すること。練習の
質を上げて試合で力を発揮したい」と意気込みを語りました。目標は東北大会出場！活躍を誓った尾駮 MBS の部員たち

受賞を喜ぶ木村理事長㊥、久保さん㊧と古川村長㊨ 競
くらべうま

馬保存会会員と意見を交わす会員たち

　村在住外国人のための家庭料理教室が 11 月 17 日、国際教
育研修センターで開かれ、5 人の参加者が和食料理の作り方を
学びました。
　村食生活改善推進員が講師となり、おにぎり、太巻とみそ汁
といった基本の和食を作りました。米をとぐのも初めてという
参加者たちは鍋での炊飯にも挑戦し、火加減やむらし方など細
やかな作業に気を配っていました。また、みそ汁は煮干しでだ
しをとり、太巻の具材なども全て手作り。卵の厚焼きやかんぴょ
うの煮付けにも楽しんで取り組んでいました。参加者たちは、

「次は天ぷらにも挑戦してみたい」、「簡単に見えるけど、太巻
も工程が複雑。おもしろかった」などと話していました。

　そばで地域おこしに取り組む戸鎖前田水利組合（木村盛雄理
事長）が 11 月 17 日、平成 23 年度豊かなむらづくり全国表彰

（農林水産省主催）で東北農政局長賞を受賞しました。
　同組合が休耕田を活用したそばづくりに取り組み始めたのは
平成 16 年。以来、そばの栽培面積の拡大や活動拠点の水車小
屋「いっこ庵」建設、20 年からはそばまつりを開催しています。
また、村内小中学校や一般向けにそば打ち体験学習を実施する
など数々の活動が認められ、今回の受賞となりました。
　同組合の木村理事長と久保勝廣さんは 22 日、村長室を訪れ、
古川健治村長に受賞を報告。木村理事長は「今までの活動が認
められとてもうれしい。これからもいろんなアイデアを出し合
い、努力を続けていきたい」と笑顔で話しました。

長年の消防団活動認められ
及川悦夫さん（故人）に瑞宝双光章

　前六ヶ所村消防団長の及川悦夫さん（故人）が 8 月 22 日付
けで、瑞宝双光章を受章しました。
　及川さんは昭和 37 年に六ヶ所村消防団に入団。以降、平成
23 年に退団するまで、約 50 年にわたり消防団活動に尽力されま
した。また、平成 15 年から 8 年間は団長として、火事や災害対応、
人命捜索など数多くの現場で指揮を執りました。
　伝達式は 12 月 2 日、村長室で行われ、古川健治村長が及川
さんの妻の久美子さんに勲記と勲章を伝達しました。
　久美子さんは「団員の皆さんや関係者の方々に支えられたおか
げで、何とか団長としてやってこれたと思います。本当に皆さん
に感謝しています」と話していました。

妻の久美子さん㊥、古川村長㊨、戸田衛副村長㊧
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六ヶ所トピックス

『平和・愛・理解』テーマに
KISAC ウインターコンサート開かれる

　京都インターナショナルスクール青森キャンパス（KISAC）
のウインターコンサートが 12 月 14 日、同キャンパス（国際
教育研修センター）で開かれました。
　今年のコンサートのテーマは 3 月の震災を受けた『平和、愛、
理解』。国境や国籍を超えて助け合い、苦しみや悲しみを分か
ち合おうという願いを込めました。
　生徒たちは、自らデザインし作製した地球をモチーフにした
パネルの前で歌やダンス、朗読劇など多彩なプログラムを披露。
プログラムの最後には、観客と合唱したり、ダンスを踊ったり
するなど、観客も一緒にコンサートを楽しんでいました。尾駮
小４年の坂本千歩さんと鈴木幸乃さんは「みんなで歌を歌って
楽しかった。また来年も見に来たい」と話していました。

尾駮の玄関口をライトアップ
商工会青年部がイルミネーション点灯

　六ヶ所村商工会青年部（橋本竜部長、会員 23 人）が 12 月 9
日、野鳥観察公園に飾ったイルミネーションの点灯式を行いま
した。
　尾駮地区の玄関口をライトアップし、訪れた人に楽しんでほ
しいと実施されているイルミネーションは今年で 5 回目。ク
リスマスツリーやトナカイをかたどった、青色を基調としたイ
ルミネーションが点灯されると、部員たちは光の見え具合など
を確かめながら、電線や電球を調整していました。橋本部長は

「今年もなんとか継続して実施できた。ここは子ども連れやカッ
プルなどが憩う場所。きれいなイルミネーションをぜひ見てほ
しい」、同部の田村友和さんは「規模は小さいけど、村の皆さ
んにあたたかい気持ちになってほしい」と話していました。イルミネーションの飾りつけを行った青年部員たち

『Silent Night』をハンドベルで演奏する生徒たち

思いやる心、命の大切さ学ぶ
千歳中生徒が赤ちゃんふれあい体験

　「赤ちゃんふれあい体験学習」が 12 月６日、六ヶ所村保健
相談センターで行われ、千歳中学校の３年生の生徒が乳児とふ
れあいを通して、命の大切さを学びました。
　生徒たちは６ヵ月乳児健診で訪れた乳児たちのおむつ替えや
ミルクをあげるなど、育児作業を体験。緊張することなく、や
さしく抱っこをしたり、あやしたりと乳児とのふれあいを楽し
んでいました。また、生徒たちはこの日のために作ったよだれ
かけを乳児のお母さんにそれぞれ贈りました。池田れんくんか
らプレゼントを受け取った戸田理恵さんは「手が込んだ作りだ
し、メッセージ付きでうれしいです」とにっこり。池田くんは「赤
ちゃんが動いて抱っこが難しかった。大変だったけど、今日の
体験を将来に生かしたい」と話していました。赤ちゃんの着替えを手伝う生徒

　

月
曜
の
昼
休
み
。
尾
駮
小
学
校
の

児
童
た
ち
が
、
お
は
な
し
を
楽
し
み

に
図
書
室
へ
集
ま
っ
て
く
る
。

　

今
日
の
読
み
聞
か
せ
は
『
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
も
パ
ン
ツ
が
だ
い
す
き
』。

最
初
は
ざ
わ
つ
い
て
い
た
児
童
た
ち

も
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り

口
に
次
第
に
お
は
な
し
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
る
。

　
「
悲
し
い
話
、
ま
じ
め
な
話
。
い

ろ
ん
な
お
話
が
あ
る
け
ど
、
私
は
く

す
っ
と
笑
え
る
本
が
好
き
な
ん
で

子
ど
も
の
笑
顔
が
原
動
力
。
無
理
な
く
活
動
続
け
た
い

荒川玲子さ
ん

●あらかわ・れい
こ
福島県双葉町出
身。六ヶ所村尾駮
在住。夫・裕さん
の転勤を機に15
年前に来村。六ヶ
所おはなしの会
『森のくまさん』（会
員７人）代表。尾
駮小学校図書ボラ
ンティア

す
。
子
ど
も
た
ち
の
あ
は
は
っ
て
い

う
笑
い
声
を
聞
け
ば
、
こ
っ
ち
も
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す
し
」
と
、
荒
川

さ
ん
は
に
っ
こ
り
と
微
笑
む
。

　

荒
川
さ
ん
は
、
尾
駮
小
の
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
六
ヶ
所

お
は
な
し
の
会
『
森
の
く
ま
さ
ん
』

の
代
表
も
務
め
る
。
森
の
く
ま
さ
ん

は
月
に
２
回
、
お
は
な
し
会
を
村
民

図
書
館
で
開
催
。
村
内
の
保
育
所
や

学
校
に
も
出
張
し
、
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
る
。
森
の
く
ま
さ
ん
の
お
は

な
し
会
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
だ

け
で
な
く
、
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
、
工
作
、
手
遊
び
な
ど
多
種

多
彩
。「
工
夫
を
こ
ら
し
た
お
は
な
し

会
を
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
心
待
ち

に
し
て
い
る
（
中
道
洋
子
村
民
図
書

館
長
）」
と
、
子
ど
も
た
ち
を
飽
き
さ

せ
な
い
演
出
に
も
定
評
が
あ
る
。

　
「
お
は
な
し
会
の
前
に
は
、
題
材

を
何
に
す
る
か
メ
ン
バ
ー
で
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す
。
前
回
の
反
省
も
し

な
が
ら
『
こ
れ
は
反
応
が
悪
か
っ
た

ね
』『
今
の
時
期
は
こ
ん
な
テ
ー
マ

で
ど
う
？
』
な
ど
と
案
を
出
し
合
っ

た
り
、
読
み
聞
か
せ
の
リ
ハ
ー
サ
ル

を
し
た
り
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
選
ぶ
本
や
発
想
、
得
意
分
野
も

さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
発
想
に
感
心
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
ね
」。

　

代
表
を
務
め
て
４
年
目
。
一
時
は
メ

ン
バ
ー
の
脱
会
が
続
き
活
動
休
止
の
状

態
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
若
い
母
親
世

代
。
出
産
・
育
児
や
引
っ
越
し
な
ど

で
脱
会
が
続
き
一
時
は
ダ
メ
か
な
と

思
い
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し

い
と
会
員
に
な
っ
て
く
れ
た
人
が
い

て
、
何
と
か
活
動
を
再
開
で
き
た
」。

　

全
て
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
協
力
し
合
い
、

無
理
な
く
活
動
を
継
続
し
た
い
と
話

す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
に
興

味
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
お
気
に

入
り
の
１
冊
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
私
た
ち
の
活
動
の
原
動
力
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
。
そ
の
笑
顔
が

あ
る
か
ら
、
頑
張
れ
る
ん
で
す
」。

PROFILE

「絵本にもっと親しんでほしい」。
子どもたちをおはなしの世界へ引き込む

荒川さんの手作りの切り絵
が並ぶ、尾駮小の図書室。

『人魚姫』、『大きなかぶ』
などを題材にした切り絵は
訪れる人を和ませる

＊六ヶ所おはなしの会『森のくまさん』はメンバーを募集しています。申し込みは村民図書館〈℡ 0175（72）2305〉まで。

StyleRokkasho28
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冬
期
間
は
、
積
雪
や
気
温

の
低
下
な
ど
に
よ
り
道
路
が

非
常
に
滑
り
や
す
く
な
り
、

ま
た
、
状
況
は
刻
一
刻
と
変

化
し
ま
す
。
信
号
待
ち
や
渋

滞
の
車
の
熱
で
解
け
た
雪
が

低
温
で
再
び
凍
る
な
ど
、
場

所
に
よ
っ
て
一
層
注
意
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

次
の
冬
道
の
安
全
走
行
の
ポ

イ
ン
ト
を
守
り
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

冬
道
の
安
全
走
行
の
ポ
イ
ン
ト

ゆ
と
り
を
も
っ
て
走
ろ
う
！ 

 

・
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン 

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

　

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

 

・
２
倍
の
車
間
距
離

冬
道
は
追
突
事
故
が
多
発
！

　

十
分
な
車
間
距
離
を
保

ち
、
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

 

・
３
分
早
め
の
出
発

冬
道
は
あ
せ
り
や
無
理
な
運

転
は
禁
物
！

　

余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
出

発
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
ブ
手
前
で
十
分
に
減
速

を
！

　

高
速
度
で
カ
ー
ブ
に
入
っ

た
り
、
入
っ
て
か
ら
の
急
激

な
加
速
、
減
速
は
、
ス
リ
ッ

プ
の
原
因
と
な
り
危
険
で

す
。
カ
ー
ブ
に
入
る
前
に
十

分
に
減
速
し
、
一
定
の
速
度

を
保
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
の
途
中

に
停
止
車
両
な
ど
の
障
害
物

が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ

う
な
、
安
全
な
速
度
で
走
行

し
ま
し
ょ
う
。

坂
道
の
走
行
に
は
注
意
！ 

　

下
り
坂
の
途
中
で
ブ
レ
ー

キ
を
強
く
踏
ん
だ
り
、
不
用

意
に
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
こ

と
も
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
下
り
坂
に
入
る
前

に
適
切
な
ギ
ア
に
シ
フ
ト
ダ

ウ
ン
す
る
な
ど
し
て
十
分
に

減
速
し
て
、
下
り
坂
に
入
っ

て
か
ら
も
、
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
を
効
か
せ
な
が
ら
走

行
し
ま
し
ょ
う
。

天
候
に
よ
り
昼
間
で
も
ラ
イ

ト
を
点
灯
！

　

降
雪
、
吹
雪
に
よ
り
視
界

が
悪
い
と
き
は
、
昼
間
で
も

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
自
分
の

姿
を
相
手
に
見
せ
る
こ
と
を 

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

突
然
の
視
界
不
良
に
あ
わ
て

な
い
！

　

冬
期
間
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
通
過
に
よ
る
雪
煙
や
突

然
の
吹
雪
に
よ
り
、
視
界
を

奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

あ
わ
て
て
急
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
と
ス
リ
ッ
プ
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
普

段
か
ら
十
分
な
車
間
距
離
を

と
り
、 

速
度
を
落
と
し
て
走

行
し
ま
し
ょ
う
。

路
面
の
状
態
に
は
常
に
注

意
！

　

冬
道
の
路
面
は
常
に
変
化

し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
見

え
て
い
て
も
、
予
想
以
上
に 

滑
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
路

面
の
状
態
に
常
に
気
を
配
り

な
が
ら
走
行
し
ま
し
ょ
う
。 

特
に
ト
ン
ネ
ル
や
橋
、
日
陰

な
ど
、
地
形
や
日
当
た
り
に

よ
る
変
化
に
は
要
注
意
で

す
。

　

昨
冬
の
除
排
雪
に
伴
う

人
的
事
故
は
、
発
生
件
数

１
２
６
件
、
事
故
者
１
２
６

人
（
死
者
３
人
、
負
傷
者

１
２
３
人
）
で
し
た
。

　

除
排
雪
に
伴
う
事
故
は
、

●
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故 

　

70
人
（
死
者
１
人
）

●
屋
根
雪
の
落
下
に
よ
る
事

故　

25
人
（
死
者
１
人
）

●
除
排
雪
中
に
川
な
ど
に
転

落 　

２
人

●
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
た

事
故 　

２
人

●
除
排
雪
中
に
発
病 

２
人

（
死
者
１
人
）

●
そ
の
他
（
除
雪
中
の
転
倒

な
ど
）　

25
人

　

が
原
因
で
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

除
排
雪
中
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

〇
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す

る
と
き
は
、『
命
綱
を
付
け

る
』『
滑
り
止
め
の
付
い
た

靴
を
履
く
』
な
ど
、
転
落

防
止
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う

○
は
し
ご
の
上
り
下
り
の

際
は
、
ハ
シ
ゴ
を
支
え
て

冬道のスリップ事故に注意しよう
冬道の安全走行のポイント

② 11 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
11 月中 累計 累計

13 189 197 － 8

① 11 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比11 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 2 20 2 31 15 0 18 5 2 13

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
も
ら
う
な
ど
転
落
事
故
防
止

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
除
雪
作
業
は
で
き
る
だ
け

複
数
で
行
い
、
周
囲
に
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う

○
軒
下
か
ら
屋
根
の
雪
を
落

と
す
と
き
は
、
雪
の
下
敷
き

に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

特
に
暖
気
の
時
は
、
屋
根
雪

の
落
下
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
除
雪
機
の
点
検
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う

除
排
雪
中
の
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

ニューヨークでのカウントダウン！
アメリカ流大みそかの過ごし方

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
み
そ

か
は
よ
り
良
い
新
年
に
向
け

た
お
祝
い
の
時
間
で
す
。
ア

メ
リ
カ
人
は
新
年
の
お
祝
い

に
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。

　

最
大
か
つ
最
も
人
気
の
あ
る

新
年
を
祝
う
た
め
の
場
所
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
で
す
。
寒
く
て
も

た
く
さ
ん
の
人
々
が
厚
着
を
し

て
市
の
中
心
部
に
集
ま
っ
て
来

ま
す
。
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
で
の
イ

ベ
ン
ト
は
と
て
も

人
気
が
あ
り
、
有

名
人
も
た
く
さ
ん

参
加
。
イ
ベ
ン
ト

は
す
べ
て
テ
レ
ビ

放
送
さ
れ
、
家
族

や
友
人
と
家
で
新

年
を
祝
う
人
た
ち

も
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
パ
ー
テ
ィ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

を
見
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
有

名
な
歌
手
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

グ
ル
ー
プ
が
無
料
で
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ブ
を
す
る
の

で
、
テ
レ
ビ
の
前
で
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
を
待
ち
ま
す
。
と

て
も
楽
し
い
で
す
！

　

で
も
、
な
ぜ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
が
特
別
な
の
で
し
ょ
う
か
？

大
切
な
人
と
新
年
の
お
祝
い

の
キ
ス
を
し
ま
す
!!
こ
れ
が

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
の
キ
ス
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
他
に
も
大

み
そ
か
の
伝
統
的
な
行
事
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
シ
ャ
ン

パ
ン
を
飲
ん
だ
り
新
年
の
抱

負
を
語
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

私
の
今
年
の
抱
負
は
、
少

な
く
と
も
週
２
回
は
ジ
ム
に
行

っ
て
体
を
鍛
え
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
新
年
の
抱
負
を
語
っ

て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。 

「
韓
国
の
お
正
月
」

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
韓
国
襄
陽

郡
派
遣
職
員
の
藤
谷
亨
で
す
。

　

今
回
は
韓
国
の
お
正
月
を

簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
で
は
西
暦
の
１

月
１
日
に
新
年
の
始
ま
り
を

祝
い
ま
す
が
、
韓
国
で
は
陰

暦
の
１
月
１
日
を
大
き
く
祝

ど
う
し
て
み
ん
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
行
き
た
が
る
の
で
し
ょ
う

か
？
と
て
も
寒
い
の
に
!?

　

答
え
は
大
み
そ
か
の
ボ
ー

ル
ド
ロ
ッ
プ
で
す
。
ア
メ
リ
カ

人
は
そ
の
ボ
ー
ル
ド
ロ
ッ
プ
を

見
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

行
き
ま
す
。
ボ
ー
ル
ド
ロ
ッ
プ

と
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

飾
ら
れ
た
す
ご
く
き
れ
い
な
ボ

ー
ル
を
、
新
年
に
な
る
30
秒
前

に
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
の
頂
上

か
ら
ス
ク
リ
ー

ン
に
向
け
て
落

下
さ
せ
て
い
く

と
い
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
そ
こ

で
、
み
ん
な
で

一
緒
に
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
を
し

ま
す
。
ボ
ー
ル
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
絶
え
ず
カ
ラ
フ
ル
に

変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
と
て
も

き
れ
い
で
す
！

　

ボ
ー
ル
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
着
い
た
時
、
み
ん
な
で

"H
appy N

ew
 Year !"

と
叫

び
ま
す
。
新
年
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
紙
吹
雪
が
空

に
舞
い
、
そ
れ
は
も
う
大
興

奮
で
す
。
こ
の
間
、
人
々
は

い
ま
す
。
陰
暦
の
１
月
１
日

は
カ
レ
ン
ダ
ー
の
上
で
は
毎

年
日
程
が
変
わ
り
、
今
年
は

１
月
23
日
が
陰
暦
の
１
月
１

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
陰
暦
の
１
月
１

日
を
旧
正
月
と
い
い
ま
す
が
、

韓
国
で
は『
ソ
ル
ラ
ル
』や『
ク

ジ
ョ
ン
』
と
呼
び
ま
す
。

　

ソ
ル
ラ
ル
は
当
日
と
前
後

の
２
日
を
合
わ
せ
て
３
日
間

が
連
休
と
な
り
、
代
わ
り
に

日
本
の
よ
う
に
年
末
年
始
の

連
休
は
無
く
１
月
１
日
だ
け

が
祝
日
と
な
り
ま
す
。

　

ソ
ル
ラ
ル
に
は
親
戚
が
集

ま
り
、
日
本
で
お
せ
ち
を
食

べ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
韓
国

で
も
ソ
ル
ラ
ル
に
食
べ
る
伝

統
料
理
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
伝
統
料
理
の
一
つ
が

う
る
ち
米
で
作
っ
た
お
餅
『
ト

ッ
ク
』
で
す
。
ま
た
地
域
や

家
庭
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
ト
ッ
ク
の
他
に
シ
ッ

ケ
（
甘
酒
の
よ
う
な
も
の
）

や
ヤ
ク
シ
ク
（
蜂
蜜
・
黒
砂

糖
・
ご
ま
油
・
栗
・
ナ
ツ
メ

な
ど
を
入
れ
た
お
こ
わ
）
な

ど
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
親
戚
や
近
所
の
人
同

士
で
伝
統
的
な
あ
い
さ
つ 

『
セ

ベ
』
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は

『
セ
ベ
ト
ン
』
と
呼
ば
れ
る
お

年
玉
を
も
ら
う
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
ソ
ル

ラ
ル
の
連
休
を
利
用
し
て
旅

行
に
行
く
な
ど
、
過
ご
し
方

が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
部

分
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
西
暦
の
１
月
１
日

を
含
む
年
末
年
始
に
は
何
も

し
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
い

う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
12
月
31
日
の
大
晦
日
に

は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
除
夜

の
鐘
を
突
く
よ
う
で
す
し
、

初
日
の
出
も
見
に
行
く
習
慣

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
襄
陽
郡
で
も
12
月
31

日
か
ら
１
月
１
日
に
か
け
て

「
日
の
出
祭
り
」
が
行
わ
れ
、

花
火
の
打
ち
上
げ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も

襄
陽
日
和
で
す
。

イルミネーションで飾られたボールドロップ

ALT マイクのリポートです

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

花火が打ち上げられる日の出祭り
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前
の
歯
を
押
し
て
出
て
く
る

と
き
が
あ
る
た
め
、
正
常
な

歯
並
び
を
乱
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
歯
並
び
を

保
護
す
る
た
め
に
「
親
知
ら

ず
」
を
抜
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
歯
列
矯
正
を
し
た

人
は
後
戻
り
を
防
ぐ
た
め
に

早
め
に
抜
く
こ
と
を
、
矯
正

歯
科
医
よ
り
依
頼
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

❹
骨
の
中
に
完
全
に
埋
ま
っ

て
い
る
が
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真

上
問
題
が
あ
る

場
合

　

手
前
の
健
康

な
歯
（
７
番
）
の

骨
を
吸
収
さ
せ

る
原
因
に
な
っ

て
い
る
場
合
、
例
え
ば
歯
原

性
腫
瘍
な
ど
で
歯
槽
骨
の
吸

収
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
は
、

抜
歯
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

❺
上
か
下
か
い
ず
れ
か
片
方

し
か
生
え
て
い
な
い
場
合
、

咬
む
相
手
が
な
い
場
合

　

最
近
は
、「
親
知
ら
ず
」

が
最
初
か
ら
無
い
先
天
欠
如

の
人
や
、
反
対
咬
合
な
ど
歯

並
び
が
悪
く
、
か
む
相
手
が

い
な
い
「
親
知
ら
ず
」
も
見

親知らずについて
抜歯後の痛み・腫れ・麻痺などのトラブル

　

新
年
を
迎
え
る
と
、
す
ぐ

成
人
式
が
や
っ
て
き
ま
す
。

20
歳
前
後
の
歯
の
ト
ラ
ブ
ル

と
い
え
ば
、「
親
知
ら
ず
」

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。

　

な
ぜ
「
親
知
ら
ず
」
を
抜

歯
し
た
方
が
良
い
の
か
、
ま

た
、
抜
歯
し
た
場
合
の
抜
歯

後
の
痛
み
・
腫
れ
・
麻
痺
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
親
知
ら
ず
を
抜
歯
し
た
ほ

う
が
良
い
場
合

❶
生
え
か
た
が
悪
く
、
歯
磨

き
が
上
手
に
出
来
な
い
場
合

　
「
親
知
ら
ず
」
の
生
え
方

に
よ
っ
て
は
歯
磨
き
を
き
ち

ん
と
す
る
こ
と
が
不
可
能
な

場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
は
将
来
的
に
虫
歯
や

歯
周
病
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
非
常
に
高
く
、
最
悪

の
場
合
は
手
前
の
健
康
な
歯

（
７
番
）
を
巻
き
添
え
に
し

て
し
ま
う
た
め
、
早
め
に
抜

歯
し
て
お
く
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
親
知
ら
ず
」
が

虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
一
番
奥
の
歯
な
の
で
治

療
器
具
が
届
き
に
く
く
、
そ

の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
難

し
い
の
で
、
治
療
を
し
た
と

し
て
も
高
確
率
で
再
発
し
ま

す
。そ
の
た
め
、「
親
知
ら
ず
」

が
虫
歯
に
な
っ
た
ら
治
療
を

せ
ず
に
抜
歯
を
す
る
と
い
う

場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

❷
中
途
半
端
に
生
え
て
い

て
、
歯
の
一
部
だ
け
が
見
え

て
い
る
場
合
で
、「
親
知
ら

ず
」
周
囲
の
歯
肉
が
繰
り
返

し
腫
れ
る
と
き 

　

一
度
腫
れ
る
と
少
し
時
間

を
お
い
て
か
ら
再
び
腫
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
短
期
間

（
１
～
３
カ
月
）
に
腫
れ
る

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
き

は
、抜
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

❸
横
向
き
に
生
え
る
な
ど
歯

並
び
に
影
響
を
与
え
、
歯
並

び
を
悪
く
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合

　
「
親
知
ら
ず
」
は
生
え
て

く
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
、

尾駮診療所　歯科医長

中美 俊大 

ら
れ
ま
す
。

　

正
常
に
生
え
て
き
た
と
し

て
も
か
み
合
わ
せ
る
歯
が
な
い

場
合
に
は
、
奥
歯
の
後
ろ
の
歯

肉
を
か
ん
で
炎
症
を
起
こ
す
原

因
に
な
っ
た
り
、
か
む
相
手
が

い
な
い
と
歯
垢
が
つ
き
や
す
く

虫
歯
や
歯
周
病
に
な
っ
た
り
、

咬
合
を
狂
わ
せ
顎
関
節
症
を
誘

発
す
る
原
因
に
な
っ
た
り
す
る

た
め
、
抜
い
た
方
が
良
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
親
知
ら
ず
抜
歯
後
の
ト
ラ

ブ
ル
（
出
血
、
腫
れ
・
痛
み
・

麻
痺
な
ど
）
へ
の
対
応

○
出
血
を
繰
り
返
す
場
合

は
、
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
綿
花

を
固
く
丸
め
て
傷
口
に
あ
て

て
、
20
～
30
分
間
強
く
噛
ん

で
く
だ
さ
い
。
唾
液
に
少
し

血
が
混
じ
る
程
度
な
ら
心
配

あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー
ル

や
運
動
、
長
時
間
の
入
浴
な

ど
は
、
血
行
が
良
く
な
り
出

血
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
術
後
は
安
静
に
し
て
早

め
に
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
麻
酔
の
た
め
術
後
２
～
３

時
間
ほ
ど
口
唇
や
舌
が
し
び

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
び
れ
て
い
る
間
に
飲

食
や
喫
煙
を
す
る
と
、
口
唇

　

本
年
度
、
特
定
健
診
を
受

診
し
た
８
７
３
人
を
、
判
定

結
果
別
に
分
類
し
ま
し
た
。

　

受
診
し
た
８
７
３
人
中
、

異
常
が
な
か
っ
た
人
は
48
人

と
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
何
ら
か
の
項
目
で
治
療
や

生
活
改
善
が
必
要
な
状
態
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

異
常
な
し
の
人
は
年
齢
に

関
係
な
く
20
～
60
歳
の
女
性

が
多
か
っ
た
で
す
。

　

グ
ラ
フ
か
ら
、「
高
血
圧

に
罹
患
し
て
い
る
」「
将
来

高
血
圧
に
罹
患
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
人
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
高
血
圧
で

治
療
中
の
人
は
、
年
齢
が
若

い
人
で
は
30
歳
代
の
人
も
い

特定健診結果を見てみよう
肥満該当者に多い『高血圧・脂質異常・糖尿病』

ま
し
た
。

　

以
前
は
年
齢
を
重
ね
て
い

く
と
、
血
圧
も
上
が
り
や
す

く
な
り
、
高
齢
の
人
に
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は

年
齢
と
の
関
係
が
あ
ま
り
な

く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

次
は
、
年
齢
別
の
肥
満
度

で
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
～
29
・
９
は

（
太
っ
て
い
る
）、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30

以
上
は
肥
満
度
２
（
太
り
す

ぎ
）
で
す
。
受
診
者
の
約

29
％
が
肥
満
と
判
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

肥
満
該
当
者
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25

～
29
・
９
以
上
：
太
っ
て
い

る
）
の
検
査
項
目
毎
の
判
定
結

果
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
～
29
・
９
の
人

は
２
２
２
人
お
り
、
判
定
結

果
が
「
異
常
な
し
」
の
人
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
何
ら

か
の
項
目
で
軽
度
異
常
の
判

定
を
受
け
て
お
り
、「
高
血

圧
・
脂
質
異
常
・
糖
尿
病
」

の
順
で
異
常
値
を
示
し
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

健
診
は
数
値
で
体
の
状
態

を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
病
気
は
知
ら
な
い

う
ち
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

年
に
一
度
は
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
２
月
29
日
に

複
合
健
診
を
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
受
診

し
た
い
人
は
、
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

健
康
課　

保
健
師
直
通

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

を
噛
ん
だ
り
、
や
け
ど
を
し

た
り
す
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

○
下
の｢

親
知
ら
ず｣

を
抜

い
た
と
き
に
起
こ
り
や
す
い

の
が
腫
れ
で
す
。
氷
枕
や
ア

イ
ス
ノ
ン
な
ど
で
冷
や
し
て

く
だ
さ
い
。
痛
み
を
と
る
た

め
に
湿
布
を
貼
る
と
、
逆
に

温
め
て
し
ま
い
感
染
を
起
こ

し
て
腫
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、

口
が
開
か
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
30
分
お
き
に
熱
を
と

る
よ
う
に
冷
や
し
て
く
だ
さ

い
。
冷
や
す
こ
と
に
よ
り
痛

み
も
少
し
弱
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
「
親
知
ら
ず
」
の
抜
歯
が

長
時
間
に
及
ん
だ
場
合
、
抜

歯
後
、
腫
れ
、
痛
み
、
麻
痺

の
他
に
、
顎
関
節
の
ト
ラ
ブ

ル
や
の
ど
の
痛
み
も
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
抜
歯
後
の

痛
み
や
腫
れ
は
抜
歯
の
難
易

度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
週

間
程
度
の
投
薬
に
よ
っ
て
消

炎
し
て
い
き
ま
す
。
薬
は
、

歯
科
医
師
の
指
示
ど
お
り
に

服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
疑
問
が
あ
っ
た

ら
必
ず
歯
科
医
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

検査項目ごとの判定結果

年代別の肥満度

25―29.9 30 －
計

男 女 男 女

20-39 4 7 1 2 14

40-74 75 95 5 17 192

75- 17 24 2 4 47

男女別の肥満者数

年代別の肥満度

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
11 月 29日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

吉岡 るなちゃん 田村琥太郎くん安藤　善くん 吉原 碧彩ちゃん 橋本 心菜ちゃん

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り
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六
ヶ
所
村
体
育
協
会
（
橋
本

隆
春
会
長
）
主
催
の
「
親
善
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
、
10
月
16

日
、
下
北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ

ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

同
コ
ン
ペ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
ゴ
ル
フ
競
技
の
発
展
を

目
的
に
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、

今
年
で
７
回
目
。
当
日
は
晴
天

の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
68
人
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
コ
ン
ペ
で
は
毎
年

恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
実

施
。
集
ま
っ
た
４
万
円
は
11
月

21
日
に
六
ヶ
所
村
社
会
福
祉
協

議
会
（
山
口
成
明
会
長
）
へ
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

〈
コ
ン
ペ
の
結
果
は
次
の
と
お

り
〉
▼
優
勝　

赤
坂
猛
さ
ん
▼

準
優
勝　

瀬
川
恵
一
さ
ん
▼
３

位　

福
田
嘉
洋
さ
ん

　

株
式
会
社
鷹
架
工
務
店
ま
ご

こ
ろ
ホ
ー
ム
（
鷹
架
武
良
代
表

取
締
役
）
は
11
月
21
日
、
千
歳

平
保
育
所
へ
産
業
ま
つ
り
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金

で
購
入
し
た
お
遊
戯
会
用
品
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
村
長
室
で
行
わ
れ
た

寄
贈
式
で
、
同
社
取
締
役
の
鷹

架
良
子
さ
ん
が
古
川
健
治
村
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

鷹
架
さ
ん
は
「
３
月
に
起
き

た
大
震
災
の
影
響
で
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
品
物
が
な
か

な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
方
か
ら
協
力
を
い

た
だ
い
た
」
と
寄
贈
の
経
緯
を

説
明
。
古
川
村
長
は
「
善
意
に

深
く
感
謝
し
、
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

六
ヶ
所
村
商
工
会
青
年
部

（
橋
本
竜
部
長
）
は
11
月
24
日
、

村
へ
現
金
10
万
円
と
図
書
カ
ー

ド
10
万
円
分
を
寄
付
し
ま
し

た
。
同
部
が
平
成
22
・
23
年
度

に
主
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
収
益
金
か
ら
、
学

校
教
育
へ
役
立
て
て
ほ
し
い
と

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
に
は
、
同
団
体
の
橋

本
部
長
と
久
保
勝
廣
村
商
工
会

事
務
局
長
が
訪
れ
、
古
川
村
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

村
は
、
各
小
中
学
校
の
備
品

や
図
書
購
入
費
と
し
て
活
用
す

る
予
定
で
す
。

　

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
（
菊
川
慶

子
代
表
）
は
12
月
１
日
、
村
施

設
の
環
境
整
備
へ
活
用
し
て
ほ

し
い
と
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
（
６
品
種
、
計
３
０
０
個
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
は
、

村
内
小
学
校
５
校
の
花
壇
な
ど

に
植
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
が
花
咲
く
来
春

が
、
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
で
す

ね
。

　
「
第
17
回
青
森
宝
栄
工
業
杯

六
ヶ
所
村
綱
引
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

本
大
会
は
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
親
睦
を
図
り
、
団
結
力

と
連
帯
感
を
養
う
健
康
的
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

２
月
11
日
土

■
開
催
場
所　

大
石
総
合
体
育

館■
参
加
費　

無
料

■
参
加
資
格　

①
男
子
・
男
女
混
合
の
部　

村

内
居
住
者
ま
た
は
村
内
の
団

体
・
企
業
な
ど
に
所
属
す
る
18

歳
以
上
の
人

②
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

村
内
の
小

学
校
５
～
６
年
の
児
童
で
、
保

護
者
の
同
意
を
得
た
人

（
監
督
、
コ
ー
チ
ま
た
は
保
護

者
が
引
率
で
き
る
こ
と
）

■
申
込
期
限　

１
月
13
日
金

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
森
宝
栄
工
業
㈱　

綱
引
き
大

会
推
進
チ
ー
ム　

工
藤

☎
０
１
７
５
（
75
）
３
１
２
１

　

農
業
関
係
者
に
対
し
て
今
後

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

生
産
活
動
や
農
業
支
援
活
動
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
」

講
演
会
の
ご
案
内

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
が
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を

小
学
校
５
校
へ
寄
贈

村
体
協
が
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
ペ
の
益
金
を
村
社

協
へ
寄
付

宝
栄
工
業
杯
綱
引
大
会

を
開
催

　11 月の農業委員会定例総会
が 11 月 17 日に開催され、下
記案件が原案通り議決・承認さ
れました。
■報告第 13 号　農地の転用事
実に関する照会について

1 件 9,907㎡
■議案第 30 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

1 件 30,062㎡
■議案第 31 号　農用地利用集
積計画（案）について

2 件 17,087㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第 3 条許可
申請についての記載例等は窓口に
備え付けています。
　次回の総会は、1 月 20 日金に
開催予定です。

問農業委員会
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
13
日
金
午
後
１

時
30
分
～
４
時

■
場
所　

十
和
田
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

■
内
容　

演
題　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

地
域
農
業
に
与
え
る
影
響
」（
仮

題
）　　

講
師　

村
田
泰
夫
氏

（
明
治
大
学
客
員
教
授
、
元
朝

日
新
聞
論
説
委
員
）

■
参
集
範
囲　

農
業
者
、
農
業

関
係
機
関
な
ど

■
申
込
期
限　

１
月
６
日
金

■
主
催　

上
北
地
域
県
民
局
地

域
農
林
水
産
部

■
申
込
先

上
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

産
部
農
業
普
及
振
興
室

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
２
８
１

Fax
０
１
７
６
（
25
）
７
２
４
２

　

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
購
入

い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
商
品

券
」
の
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。

　

使
用
期
限
は
１
月
22
日
日
ま

で
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
お
早
目
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
商
品
券
を
使
用
で
き

る
お
店
は
村
内
１
０
３
店
舗
で

す
。
加
盟
店
の
店
舗
に
掲
示
の

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
目
印
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
六
ヶ
所
村
商
工
会

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

農業委員会だより

第 29 回六ヶ所村民俗
芸能発表会を開催
郷土の伝統を今

に伝える、民俗芸
能団体が優雅な舞
を披露します。

皆さまのご来場
をお待ちしていま
す。
■日時　１月７日土
　　　　午前 10 時～
■場所　千歳平地区体育館
問六ヶ所村立中央公民館　髙田
勇貴
☎ 0175（72）2111

（内線 514）

村
商
工
会
青
年
部
が
図

書
カ
ー
ド
な
ど
を
寄
付

山口村社会福祉協議会長に
目録を手渡す橋本会長㊨

⑴
不
動
産
取
得
税
と
は

　

不
動
産
取
得
税
と
は
①
家
屋

を
新
築
・
増
改
築
し
た
と
き
②
土

地
や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
な
ど

で
取
得
し
た
と
き
―
に
一
度
だ

け
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

取
得
し
た
人
に
は
納
税
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
軽
減
制
度
の
ご
案
内

①
土
地
を
取
得
し
て
住
宅
を
新

築
し
た
り
、
建
売
住
宅
と
そ
の

敷
地
を
購
入
し
た
場
合
②
自
己

居
住
用
中
古
住
宅
を
取
得
し
た

場
合
③
公
共
事
業
の
た
め
に
不

動
産
を
譲
り
渡
し
、
そ
れ
に
代

わ
る
不
動
産
を
一
定
期
間
内
に

取
得
し
た
場
合
―
に
は
軽
減
制

度
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
県
民

局
県
税
部
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

⑶
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
始
ま
り
ま

す
　

平
成
23
年
12
月
か
ら
不
動
産

取
得
税
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

予
定
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
納
税

通
知
書
の
様
式
も
変
わ
り
ま
す
。

問
上
北
地
域
県
民
局　

県
税
部

課
税
課

〒
０
３
４
―
０
０
９
３　

十
和

田
市
西
十
二
番
町
20
―
12

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
０
、２
０
９
）

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有

林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ま
の

声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

数
10
人
程
度

■
募
集
期
間　

１
月
４
日
水
～

31
日
火
〔
当
日
消
印
有
効
〕

■
任
期　

２
年
間
（
平
成
24
年

４
月
～
26
年
３
月
）

■
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
、
現
地
見
学
会
・
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
な
ど

＊
応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
東
北
森
林
管
理
局 

国
有
林

モ
ニ
タ
ー
係

☎
０
１
８
（
８
３
６
）
２
２
７
４ 

Fax
０
１
８
（
８
３
６
）
２
０
３
１

http://w
w

w
.rinya.m

aff.
go.jp/tohoku/

㈱
鷹
架
工
務
店
が
千
歳

平
保
育
所
へ
お
遊
戯
会

衣
装
な
ど
を
寄
贈

古川村長に目録を手渡す鷹架取締役㊨

古川村長に目録を手渡す橋本部長㊨

校舎前の花壇に球根を植える児童
（平沼小）

不
動
産
取
得
税
の
軽
減

制
度
と
コ
ン
ビ
ニ
納
税

に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
商
品
券
」

の
使
用
期
限
は
１
月
22

日
日
で
す

平
成
24
年
度
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

 Rokkasho News and Information
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村
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳

以
上
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
次
の
①
②
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
対
象
者
を
介
護
す
る

家
族
に
、
家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。
家
族
介
護
慰
労

金
を
申
請
す
る
人
は
、
印
鑑
お

よ
び
振
り
込
み
先
を
確
認
で
き

る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
を
持
参

し
、
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
継
続
し

て
、
要
介
護
認
定
の
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
に
該
当
す
る
人

②
過
去
１
年
間
に
お
い
て
、
入

院
期
間
３
カ
月
以
内
、
ま
た
は

介
護
保
険
の
施
設
入
所
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
人
（
年

間
７
日
以
内
の
短
期
入
所
を
除

く
）

■
支
給
額

要
介
護
１　

１
万
円

要
介
護
２　

２
万
円

要
介
護
３　

３
万
円

要
介
護
４　

４
万
円

要
介
護
５　

５
万
円

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
９
）

　

蔵
書
点
検
（
棚
卸
し
）
業
務

の
た
め
、
１
月
30
日
月
～
２
月

３
日
金
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、

相
互
貸
借
な
ど
も
休
止
し
ま

す
。
貸
し
出
し
本
は
①
村
民
図

書
館
②
泊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

③
平
沼
支
所
④
千
歳
平
地
区
公

民
館
―
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

資
料
保
全
の
た
め
の
業
務
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
業
務
は
毎
年

度
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
六
ヶ
所
村
民
図
書
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
５

　

郷
土
館
で
は
、
ひ
な
人
形
、

五
月
人
形
展
を
次
の
と
お
り
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

貴
家
所
蔵
の
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
思
い
出
の
あ
る
人

形
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
ひ
な
人
形
展
示
期
間（
予
定
）

平
成
24
年
２
月
中
旬
～
３
月
中
旬

■
五
月
人
形
展
示
期
間（
予
定
）

24
年
４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

■
場
所　

村
立
郷
土
館

問
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

担
当 

佐
藤
・
大
間

　

平
成
24
年
２
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
す

べ
て
の
企
業
お
よ
び
事
業
所
を

対
象
と
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
全

産
業
分
野
に
お
け
る
経
済
活
動

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
各
種
統
計
調
査
の
基
礎
と

な
る
情
報
の
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員

が
各
事
業
所
へ
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
→
総
務
省
統
計

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.stat.g
o

.jp
/d

ata/
e-census/index.htm

問
企
画
調
整
課
統
計
調
査
担
当

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
９
）

　

平
成
24
年
六
ヶ
所
村
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

１
月
８
日
日

受
付　

午
後
１
時

開
式　

午
後
２
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

問
中
央
公
民
館　

沼
尾

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
２
）

　

平
素
よ
り
当
社
事
業
に
大
変

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
夏
の
電
力
需
給
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
お
客
さ
ま

に
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
計
画
停
電
の
実
施
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
ご
協
力
に
対
し
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
で
は
震
災
以
降
、
被
災

し
た
火
力
発
電
所
や
豪
雨
で
被

災
し
た
水
力
発
電
所
の
早
期
復

旧
な
ど
供
給
力
確
保
に
向
け
、

全
社
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
今

冬
も
供
給
力
不
足
に
な
る
も
の

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
こ
う
し
た
現
状
に
ご
理

解
を
賜
り
、
待
機
時
消
費
電
力

の
削
減
や
照
明
の
間
引
き
な
ど

上
手
に
電
気
を
お
使
い
い
た
だ

く
取
り
組
み
に
よ
る
無
理
の
な

い
範
囲
で
の
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tohoku-epco.

co.jp/

に
具
体
的
な
節
電
事
例

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
家
庭
で
の
主
な
節
電
例

①
照
明　

使
用
す
る
部
屋
を
限

定
す
る
な
ど
、
不
要
な
照
明
を

で
き
る
だ
け
消
灯
す
る

②
冷
蔵
庫　

庫
内
温
度
の
設
定

を「
弱
」に
変
更
す
る
。 

ま
た
、

食
品
を
あ
ま
り
詰
め
込
ま
な
い

③
テ
レ
ビ　

画
面
の
輝
度
を
下

げ
る
。
ま
た
、
必
要
時
以
外
は

消
す

④
ジ
ャ
ー
炊
飯
器　

早
朝
に
タ

イ
マ
ー
機
能
で
１
日
分
を
ま
と

め
て
炊
く
。
保
温
機
能
を
使
用

せ
ず
、
よ
く
冷
ま
し
て
か
ら
冷

蔵
庫
に
保
存
す
る

⑤
エ
ア
コ
ン　

重
ね
着
な
ど
を

し
て
室
温
20
℃
を
心
が
け
る

⑥
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト　

人
の
い

る
部
分
だ
け
を
温
め
る
。ま
た
、

設
定
温
度
を「
中
」ま
た
は「
弱
」

に
す
る
よ
う
心
が
け
る

家
族
介
護
者
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

村
民
図
書
館
「
蔵
書
点

検
」
に
伴
う
休
館
日
の

お
知
ら
せ

お
家
に
あ
る
「
ひ
な
人

形
・
五
月
人
形
」
を
展

示
し
ま
せ
ん
か

髙
たかや

谷　星
せいな

奈（広幸）尾駮レイクタウン
橋
はしもと

本　尊
たけと

翔（将寛）倉内
石
いしばし

橋　晴
はるあ

空（宏幸）倉内
上

かみくぼ

久保翔
しょうせい

惺（昌幸）尾駮
秋

あきと

戸　　宙
そら

（翔太）泊
木

きむら

村　陽
ひまり

莉（善行）泊
熊
くまがい

谷　　陸
りく

（真）　　尾駮
柴

しばた

田　　葵
あおい

（昌樹）千歳平

六ヶ所村の人口
（11 月 30 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,919 － 8
女 5,234 － 10
計 11,153 － 18

世帯数 4,548 ＋ 1

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
村上　タマ　93 才（泊）
上澤　　勇　82 才（六原）
金子　　明　58 才（泊）
木村　芳光　56 才（倉内）
舘花　正雄　83 才（泊）
中野　かよ　85 才（千歳）
福岡　たま　101 才（出戸）
小澤　セチ　76 才（豊原）
田中　セキ　80 才（倉内）
上野　次郎　89 才（泊）
瀬川シヅヱ　74 才（泊）
中村　ソノ　90 才（尾駮浜）
田嶋里夏子　42 才（二又）
佐藤　佐吉　76 才（千歳平）
橋本　幸吉　82 才（平沼）
11 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square
　

放
送
大
学
は
、
平
成
24
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

①
心
理
学
②
福
祉
③
経
済
④

歴
史
⑤
文
学
⑥
自
然
科
学
な

ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
29
日
水
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
放
送
大
学
青
森
学

習
セ
ン
タ
ー
〈
☎
０
１
７
２

（
38
）
０
５
０
０
〉
ま
た
は

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
〈
☎

０
１
７
８
（
70
）
１
６
６
３
〉

ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご結婚おめでとう
野上　貴史　（中泊町）
吉田　朱里　（広島県）
三角　武志　（泊）
石見菜津子　（八戸市）
戸田　充信　（戸鎖）
橋本美喜子　（六原）
佐藤　文法　（尾駮）
木村　瑠依　（尾駮）
館　　宗徳　（泊）
中里　真実　（東通村）

六
ヶ
所
村
成
人
式
を
開

催

入札結果を公表します（平成 23 年 10・11 月分）

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

南部処理区管渠第 74 号工事 大羽建設㈱ 2116 万 8000 円

南部処理区管渠第 75 号工事 平成産業㈱ 2178 万 7500 円

南部処理区管渠第 76 号工事 ㈱鳥谷部建設工業 2142 万円

南部処理区管渠第 77 号工事 ㈲匠和技研 934 万 5000 円

倉内 7 － 3 号線農道整備工事 ㈲十文字林業 718 万 2000 円

中志 19 － 1 号線農道整備工事 ㈲ワトーテック 1157 万 1000 円

中志 19 － 2 号線農道整備工事 ㈲三浦総建 1037 万 4000 円

千歳平地区配水管布設工事 ㈱アキラ工業 320 万 2500 円

倉内・平沼小学校統合整備事業講堂建設工事（電気） 新栄電設共同企業体 2709 万円

南部処理区管渠実施設計業務委託（その 17） ㈱出雲 1669 万 5000 円

倉内・平沼小学校統合整備事業建設工事施工監理業務委託 ㈱楠山設計青森事務所 1522 万 5000 円

六ヶ所村障がい者支援計画策定業務委託（改訂版） ㈱ワイズマンコンサルティング 168 万円

大石陸上競技場改修工事 小泉建設㈱ 2030 万 7000 円

泊公民館解体工事 ㈲瀬川建設 1739 万 8500 円

北部処理区管渠第 90 号工事 ㈲佐藤興業 932 万 4000 円

泊川原北 8 号線改良舗装工事 ㈲浜飯組 877 万 8000 円

尾駮中央 1 号線側溝改修工事 ㈲佐藤興業 228 万 3750 円

六ヶ所村学校施設非常発電設備工事設計業務委託 ㈱八洲建築設計事務所 262 万 5000 円

倉内地区環境保全林公園下刈業務委託 むつ小川原緑化㈱ 168 万円

鷹架地区分収造林除伐業務委託 葛西産業㈱ 73 万 5000 円

国道 338 号交差点舗装工事 ㈲木村技建 758 万 1000 円

凍結防止剤散布業務委託（１工区） ㈲地紙屋 175 万 5600 円

凍結防止剤散布業務委託（２工区） ㈲地紙屋 180 万 1800 円

庄内集会所駐車場整備工事 ㈲地紙屋 250 万 4250 円

庁舎前松木剪定雪吊業務委託 ㈲十文字林業 136 万 5000 円

防雪柵設置業務委託 ㈲三浦総建 546 万円

老部川集会所改築工事設計業務委託 島林太郎設計事務所 113 万 4000 円

石川集会所改築工事設計業務委託 島林太郎設計事務所 129 万 1500 円

戸鎖児童厚生体育施設・倉内集会所衛生設備等改修工事設計業務委託 一級建築士事務所環境設計 118 万 200 円

平成 23 年度職員用パソコン購入 六一商事 840 万円

平成 23 年度庁内用プリンタ購入 ㈲赤沼商販 273 万円

道路台帳作成業務委託 ㈱コサカ技研 199 万 5000 円

ガンマ線用シンチレーションサーベイメータ購入 ㈱千代田テクノル青森営業所 245 万 7000 円

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）

経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
に
ご

協
力
を

東
北
電
力
か
ら
節
電
の

お
願
い

放
送
大
学
４
月
生
を
募

集
し
ま
す
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日 スワニー・郷土館・図書館休館日

2 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

3 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

4 水 スワニー・郷土館・図書館休館日

5 木 六ヶ所村消防出初式 10：00 ～ ス ワ ニ ー 駐 車 場

6 金 新年を語るつどい 10：00 ～ ス ワ ニ ー

7 土 民俗芸能発表会 10：00 ～ 千歳平地区体育館

8 日 成人式 14：00 ～ ス ワ ニ ー

9 月

10 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

11 水
6 カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

12 木

13 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 11:30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

14 土

15 日

16 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

17 火
1 歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

18 水
乳幼児相談 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

19 木

20 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

21 土
村中学校女子バスケットボール大会新人戦・村スポーツ少
年団ミニバスケットボール新人戦　　９：20 ～

大 石 総 合 体 育 館

22 日

23 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

24 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

25 水

26 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 金

28 土

29 日

30 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

31 火 図書館休館日（蔵書点検　～ 2 月 3 日）

激動の１年が過ぎようとしています。2011 年は国内外ともに自然災害が多発し、多数の犠牲者が出ました。あらためてご冥福をお祈りします○「普
通」に暮らせることが、何より幸せなのだと気付かされた一年。新年が平穏な一年になるよう願うとともに、皆さまのご多幸をお祈りしています○ 
2011 年も取材などでたくさんの人にお世話になりました。ありがとうございます。引き続き、広報や六ヶ所村テレビ（仮）などで皆さんの元気な顔、
頑張る姿を紹介していきたいと思います。2012 年もよろしくお願いいたします（円子）●新年のご挨拶を申し上げます。昨年は村内各地を回り取
材をさせてもらいました。今まで知ることのなかった出来事、イベントに参加したこと、たくさんの人たちと出会えたことに感謝しています。今年
は、去年以上にさまざまな所に出向いて、楽しみ、勉強し、そして納得できる取材がしたいです。新しい年が明るい年でありますように（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

みかんに線を描いて、その通りに皮をむくと、
動物の形ができあがる。いせえび、ティラノ
サウルス、イルカなど 21 作品を紹介。中身
もおいしく食べられ、子どもも大人も楽しめ
る、画期的な工作本。

あたらしい
みかんのむきかた２

岡田　好弘作

未来を創った、今世紀を代表する経営者ス
ティーブ・ジョブズが、積極的かつ全面的に取
材に協力した評伝。Ⅰは子ども時代、リード・
カレッジ進学、インド放浪、アップル誕生、マッ
クの開発力などについて記す。

ス テ ィ ー ブ・ ジ ョ
ブズⅠ・Ⅱ

ウォルター・
アイザックソン著

旬の野菜をとり入れながら、パッと作れるパ
スタやどんぶり物、家事の合間にコトコト煮
込めるスープなど、暮らしにすっとなじむよ
うな 44 のワンプレートレシピを紹介します。

サルビア給食室のワン
プレートごはん

ワタナベ　マキ著

とっても大きなうさぎがやってくる !? きつね
もくまもおおかみも、大慌てで逃げ出します
が…。ハンガリーで長く愛されている、あた
たかくて楽しい名作絵本。

　３びきのうさぎ

     ゼルク・ゾルターン作

 村のスケジュール１月 1 月の番組表
六ヶ所村テレビ

11ch ！
Rokkasho　TV

　地上デジタル放送 11 チャンネル「六ヶ所村テレビ」（仮）、1
月は以下の番組を放送します。ぜひ、ご覧ください。
■番組内容
❶広報ろっかしょ　広報ろっかしょの各種情報を文字で放送
❷新米カメラマンどこへ行く !?　情報政策課の新米カメラマンが
取材・編集した、村のトピックス（話題）。7th は①東北大学出
前授業（11 月 16 日収録）、②ふるさと新鮮朝市（11 月 26 日収
録）、③第二中生徒が赤ちゃんふれあい体験（12 月 13 日収録）、
④ KISAC ウインターコンサート（12 月 14 日収録）　8th は①バス
ケットボール教室（12 月 17 日収録）、②倉内地区しめ縄作り・も
ちつき大会（12 月 18 日収録）、③ふるさと自慢わがまち CM 大賞

▼ 1 月 6 日金午前６時～ 2 月 1 日水午前 6 時（左記期間を除く）

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

8 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

9 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

10 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

14 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング15 時 00

16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

19 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング20 時 00

21 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th（1/16 ～ 8th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

23 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

0 時
I

６時

0：00
Ｉ

6：00

審査発表会（11 月 27 日収録）、④新年を語るつどい（1 月 6 日予定）
❸ア・ラ・カルト BOX　ストックしている以下の番組の中から
１番組ずつランダムに放送します。①六ヶ所村の風景、②六ヶ所
村郷土館、③第 45 回六ヶ所村民体育大会（22 年 8 月収録）③第
27 回ろっかしょ産業まつり〈22 年 10 月収録〉、④第 28 回六ヶ
所村民俗芸能発表会〈23 年 1 月収録〉
❹青森県環境放射線モニタリング　空間放射線量率などをリアル
タイムで表示します

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
8 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー

9 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

10 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　7th
30

新米カメラマンどこへ行く ?!  バックナンバー

11 時

00
30 広報ろっかしょ 1 月
45 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　 7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
14 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー

15 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　 7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
19 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー

20 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

21 時

00 広報ろっかしょ 1 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　 7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　7th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
23 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー
0 時
Ｉ

6 時

00
15 広報ろっかしょ 1 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング00

▼ 1 月 1 日午前６時～ 1 月 6 日金午前 6 時

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）
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吹雪が去り、 つかの間の青空がのぞく尾駮沼。
氷上の２羽のオオワシが、仲睦まじく佇んでいます。
家族や仲間との絆の大切さを、改めて感じさせられた昨年。
鳥たちも語り合い、助け合いながら、この地で絆を深く育んでいます。

伝えたい、六ヶ所の風景。
絆

1・2 ＿寄り添うつがいと思われる２羽のオオワシ（ 絶滅危惧種Ⅱ、
国の天然記念物 ：体が一回り大きいほうがメスの可能性が高い）は、
数年前からたびたび尾駮沼で観察されています　3 ＿「いつまでも一
緒にいようね」というホオジロガモの会話が聞こえてくるようです。
ホオジロガモは越冬地でお互いの絆を深め合い、北の繁殖地へ渡っ
ていきます（写真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


